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武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.4（2014.3）
私は万人の友である。万人の仲間である。一切の生きとし生けるものの同情者であ
る。慈しみの心を修めて、常に無傷害（アヒンサー）を楽しむ。　　テーラガーター
（長老偈）
8.　仏教の未来を考える
さて仏教が、ユダヤキリスト教的あるいはマルクス主義的な善悪二元論ではない、また、
弱肉強食的な市場原理主義的ではない第三の道を提示することが出来うるのか ?ということ
について考えて見たい。
以上のように仏教では迷い苦悩する存在である凡夫が、自らを向上させて最終的な覚りを
完成するための道を歩むことになる。衆生と仏との間は絶対的に隔絶しているにも関わら
ず、両者は基本的には繋がっているということになる。それは当然にグレーゾーンというも
のを認めるというよりも、衆生とはこのグレーゾーンの中に行きつ戻りつしているものであ
るということになる。衆生は自らの抱え込んでいる迷い・苦悩を見つめることによって、そ
の迷い・苦悩を超えてゆく道を歩もうするのである。
私は学生に対して仏教では排除の論理はないということをよく言う。正義の立場から悪な
るものを排除したり、撲滅しようとはしない。このような善悪二元論的思考方法が歴史上人
類にいかに多くの疫災をもたらしたかを考えて見る時、善悪二元論とはおよそ異なった仏教
的思考方法が現代社会において意義を有するとするならば、まさにその点に於いてであろ
う。
仏陀は一切知者と言われ、最終的に智慧と慈悲を完成した存在である。善なるものも悪な
るものもすべてその中に摂めとって、善に転換させようとするのであって、正義の立場から
悪を排除・撲滅しようとするものではない。阿弥陀如来はそのような智慧と慈悲の究極的な
完成者である。
わが国において特に人気のある仏教彫刻に奈良興福寺の阿修羅像がある。数年前東京上野
で興福寺展が開催された時、老若男女を問わず多数の人々が、この阿修羅像を観るために押
し寄せ、ファンクラブまで誕生した。阿修羅は古代インドにおいて、戦いや暴力を好む一種
の悪神と見なされ、仏教においては、六道の輪廻流転の境涯の一つと見なされた。猛々しい
争いの境涯と位置づけられた。日本語における「修羅場」などという言葉もそこから由来し
ている。いずれにせよ阿修羅とは猛々しい暴力的存在である。しかし、興福寺の阿修羅像は
その暴力的な阿修羅が最終的には仏教に帰依して、過去の悪業を懺悔している姿である。こ
こにどのような悪なる存在も最終的には仏教に帰依をして、善なる存在に転じて行くことが
出来るという仏教的衆生観が示されている。
有名なアングリマーラの物話や、古代インドの魑魅魍魎・妖怪の類である夜叉が最終的に
仏法を護る龍神八部衆の中に位置づけられることなども同様であろう。
私は仏教がこれからの社会に貢献できる可能性はまさにこの点にあると考えている。
28
仏教がこれからの社会にどれだけ貢献出来るか否かは、仏教者が仏教の思想をどれだけの
自覚と誇りと熱意をもって実践して行けるかにかかっていると思う。
最後に武蔵野大学の学友同僚の皆様の現在に至るまでの数々のご厚誼に心より感謝を申し
上げたいと思います。
